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① 【視察先】 

 ・ 長崎県 平戸市  (九州の西、長崎県北西部に位置し 5つの有人島と沿岸部にある多数の島々で構成される市。平成 17年

10月には新しい平戸市となる。)漁港数は大小 33港に及ぶ。 

 ・ 人口 31223人、13979世帯、高齢化率 39.19%(平成 31年 4月末現在)、 面積 235.1 ㎢ 

 ・ 31年度予算規模 277億円、地方税収入 28億円、地方交付税 102.5億円、 

   標準財政規模 175.3億円、財政力指数 0.19、財調基金 23億円、地方債残高 439億円 

   義務的経費 111.9億円、投資的経費 51.4億円 

 ・ 17世紀前半には、オランダ・イギリスの商館が設置されるなど、キリスト教伝来の発祥地として繁栄を極め、「開かれた国際都市・

西の都」として日本の近世・近代を切り開く礎となる、まちである。 

 

② 【現状の要点】 

 ・ 観光産業として平成 2～3年あたりでの宿泊数 72万人、日帰り客数 80万人で年間観光客数 152万人をピークに以降宿泊客数

は大きく減少し平成 30年は 39.3万人、一方では日帰り客数は 138万人と横ばい傾向である。また、唯一の他市からのアクセス

となる平戸大橋は平成 24年から無料化へ移行するとともに、市による 24時間車両管理システムを導入しることで、観光・物流

など車両区分による通行量が正確に把握でき、統計精度が高い。 

 ・ 平成 30年、世界遺産登録となったが、アクセス点によるストロー効果はメリットもデメリットもあるが、観光産業においては、思うよう

な効果が得られていない。 

 ・ 観光振興強化策では、平戸大橋の無料化により収入源がなくなった、観光協会には平成 27年から補助金と委託料により組織運

営に寄与しているが、平成 31年度からは「平戸版 DMO推進」事業にも取り掛かり、人材育成と共に、様々な分野と連携しなが

ら観光活性化を強く意識する取組みに移行いている。 

 ・ ふるさと納税に本格参入した平成 26年度には寄附額、日本一となり 14.6億円となった。元々は平成 20年度での応援寄付金 

として事業開始した経過から現在にいたる。 

 

③ 【視察目的】 

 ・ 観光産業においては、いかにして島滞在による時間の過ごし方に取り組んでいるのか。 

 ・ 島々を周遊することができる観光は眺望や絶景を含めた平地観光である、さらに国際的な関わりからの世界遺産登録を契機とし

た文化歴史による誘客の取組みなど、飛騨高山には無い、比較できない魅力度について考える。 

 ・ ふるさと納税による寄付金について、自主財源の調達という行政意識が極めて高い、高山市とは違う感覚があり、その手法につい

て考える。   

 ・ 平成 30年 7月に、世界文化遺産登録「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」では構成遺産として「平戸の聖地と集落」が

あることから、それ以後と今後の対応や観光関連対策の様相を見る。 

 

④ 【視察報告と考察】 

・ 視察先への質問事項を事前連絡したことから、丁寧な対応での個別資料が作成してありました。下記の添付資料としてそれを

引用し一部、報告とする。 

 ・ 次に、下記のとおり報告し考察する。 

    1. 観光宿泊者の 70%程度が韓国人である。対馬市でのシェア率ではないものの、立地アクセスでの優位は当然である。しか

し、今後は長崎県全体として東南アジア、欧米、国内からの誘客戦略の磨き上げは当然である。 
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    2. 平戸市では 5歳から中 3までを対象にした、「平戸で職業体験イベント・Kidsジョブチャレンジ」が別紙パンフレットのとおり春

と夏に実行されている、短期ではあるが、地域の大人とのつながりやにぎわいとともに、参加した子ども達の記憶にもインパクトが

あり、長期的な視点からは、ふるさと・思い出回帰として大切な取組みであると考える。 

 

    3. 平戸市の総合計画にあたる「平戸市未来創造羅針盤」の構成は高山市と違い、山型は 3層構造で実施計画は 3年間によ

るローリング形式は各自治体の行政改革による職員構成などを配慮しても、政策実行での変化への対応力が優れていると考え

る。高山市とは財政規模、行政組織、市域が異なり一元的な比較はできないものの参考となる。※別紙資料を参照。 

 

    4. 自主財源調達として「ふるさと納税」による寄付金を意識した戦略は次ぎの 4つの事項の通り(①～④)。 

     ① 物産戦略 

        1. 独自の納税サイトを運営、寄附額の 65%を充当する。 

        2. 毎年リニューアルの特典カタログ( A4カラー56ページ、2019年 10月 1日から 1年間版) 

          3. 提携団体 4団体、直売所 2箇所による事業者自身での商品の磨き上げ。 

     ② メディア戦略 

        1. 地元特産品が一覧できるカタロクを作成し、積立できる返礼品ポイント制を整える。 

        2. デレビ番組での数回にわたる、特産品の紹介とともに、クレジットカード決済導入を先行。 

     ③ 担当職員の人材育成 

        1.㈱トラストバンクが実施している、ふるさと納税の担当者会議に職員を出席させる。 

     ④ 組織マネージメント 

        1. 月 2回、連携団体と定例会を行い、状況確認や、リスク管理等を行う。 

 

     ※ 平成 30年度の寄付金額は約 6億円を越えるところである。 

       高山市での寄付金額は約 2～3億円で推移している状況は、多いのかあるいは少ないのか、金額ベースでの評価に偏っ

てはいけないと思うが、明らかに平戸市の取組み内容と姿勢には学ぶべき自主財源の確保という視点において、高山市は

再考すべきものと考える。 

 

     5. 観光振興強化への対策では、団体である観光協会への補助金の使途は平戸市においても、①メディア事業、②WEB事

業、③広告宣伝事業に大別され、いわゆる誘客推進での経年効果を検証し、今後の展開を模索することは容易くないと行政

側は意見され、課題でもある旨であった。 

      平戸市では支出規模総額 5000から 6000万円程度規模である。 

      また、平成 31年度からは DMO推進による取組み重心をおくように方向転換をした経過からも、単なる団体ではなく、多様

な分野との連携と事業戦略を優れた人材の登用を前提にするニーズへの対処が活路であり、高山市においても観光関連団体

へのお任せ補助金や委託へは、厳しい監視や助言あるいは、方向性の転換時期にある。 

 

    6. 世界文化遺産登録での構成遺産である、「平戸の聖地と集落」による対応では平成 31年度予算ベースで 470万円、周遊

定期観光バス運行事業を委託事業にて実施している、目標人数は 1600人として 30年度の 1200人であった。また 30年度 

中では、初来訪客と遠方地からの誘客については 29年度対比からも大きく増加している。 

      なお、キリシタン教徒での聖地巡礼を主な目的とする来訪者は従前からもあり、安定した入込み客として、確かな存在になさ

ている。 
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      今後の展望と展開として、予測不能ではあるが、「キラーコンテンツ」と称される、圧倒的な魅力を持った情報やサービスの提

供ができるように取組む意向行政サイドからも強く、感じられる。一例として平戸城の城施設を改修した小規模な宿泊施設への

用途変更事業は現在進行中である。 

      さらに、「コンシェルジュ」にいう、来訪客の多くのリクエストに応えるスタッフとなる人材育成によって平戸での滞在時間をコント

ロールして、長く居られる環境を整えることにも熱心さがある。 
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                  比較・平戸市                             資料①/9 
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令和元年「創政・改革クラブ」視察報告 

 

 

 

 

 

 

令和元年創政・改革クラブ視察・調査 

10 月３日 佐賀県平戸市 ・観光振興施策について 

・ふるさと納税について 

１０月４日 長崎県対馬市 ・外国人観光客の誘客 

参加者 

 

中田清介・倉田博之 

岩垣和彦・谷村昭次 
 

 

 

 

 

 

中田清介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



14 

 

対馬市の「外国人観光客の誘客」について 

「対馬の歴史と風土」（対馬市 Hｐ等より） 

  対馬市は平成１６年３月島内の６町が合併し

て誕生した一島一市の自治体です。 

対馬は山林が面積の 89％を占める自然豊かな

島です。厳原町の竜良山と美津島町の白嶽には

原始林が残り、国の天然記念物に指定されてい

ます。島の地形は標高 200m～300mの山々が海

岸まで続き、場所によっては高さ 100mの断崖

絶壁もあり、勇壮な自然を目にすることができ

ます。対馬中央部の浅茅湾は対馬を代表する風

景のよいところです。大小幾つもの入江と島々

が複雑に入り組んだリアス式海岸で、壱岐・対馬国定公園に指定されています。 

 対馬の豊かな自然には、国の天然記念物のツシマヤマネコをはじめ、対馬でしか見ることのできな

い生物や、朝鮮半島などの大陸系の動植物が多く生息しています。また、渡り鳥の中継地であること

から、世界でも有数の野鳥の観察地になっています 対馬は日本の中で朝鮮半島に最も近いという地

理的条件から、大陸からの石器文化、青銅器文化、稲作、仏教、漢字などを伝える日本の窓口でし

た。また、朝鮮半島との間では古くから貿易などの交流が盛んに行われていました。この活発な交流

から、対馬には数多くの書物、仏像、建造物、朝鮮式山城の金田城跡や古墳などの文化財が残ってい

ます。朝鮮半島との友好な交流の歴史の中、1592年～97年の文禄・慶長の役で交流が中断してしま

いましたが、対馬藩十万石の藩主・宗家は朝鮮との関係を元に戻すため、朝鮮通信使を江戸まで案内

するなど日本と朝鮮の交流再開に努力しました。 

 20世紀に入り、一時期、対馬と朝鮮半島との交流が中断した時代もありましたが、対馬にとって朝

鮮半島は身近な存在であることは変わりありません。それに過去の長い友好の歴史がありました。一

時期中断していた交流も、今では対馬と韓国の釜山が定期航路で結ばれるなど、文化、経済、教育の

活発な交流が再開されています。 

      海に囲まれた対馬は、対馬暖流の影響を受ける温暖で雨が多い海洋性の気候です。春はアジア大陸から

の季節風で黄砂が運ばれてきます。この頃は寒さと暖かさが交互にやってくる三寒四温の時期でもありま

す。約ひと月の梅雨がありますが夏は比較的涼しく過ごすことが出来ます。秋は時々台風がやってきて雨

量も多いほうですが、10月頃から晴れた日が多くなります。冬は大陸からの強い季節風で肌寒く冷え込み

がきびしくなりますが、雪が積もることはあまりありません。 

    雨森芳洲と朝鮮通信使   芳洲は江戸中期の儒学者。近江高月町（長浜市）に生まれ江戸の木下順

庵に学び、推挙をえて対馬藩に仕えます。元禄１１年朝鮮方佐役（朝鮮担当部補佐役）を拝命。

その後釜山へ渡り「倭館」に滞在して朝鮮語を学ぶ。 朝鮮通信使の江戸行にも同行した。使節

団の製述官であった申維翰との交流でも知られている。申維翰が帰国後に著した「海游録」にも

描かれている。釜山の「倭館」は、長崎でいう出島の様な対馬藩の治外法権の地でした。芳洲は

篤実な人格で人々の信頼を獲得し、名分や徳業を重視し熱心に子弟の教育にあたりました。 

     彦根市の宗安寺は、毎回朝鮮通信使の宿舎となった寺として知られています。  
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「対馬市と高山市の比較」 

 対馬市 高山市 

人口（住民基本台帳） 31.661 人 ８９，３５３人 

面積 ７０７．４２㎢ ２,１７７．６１㎢ 

世帯数（住民基本台帳） 15,029 世帯 ３４，９７４世帯 

年少人口比率 13.10％ 13.42％ 

生産年齢人口比率 52.963％ 55.55％ 

老年人口比率 33.93％ 30.89％ 

地方税収額 ２９．８０億円 135.73 億円 

歳出決算総額 304.57 億円 ４６７．９５億円 

経常収支比率 86.2％ 79.8％ 

実質収支比率 1.5％ 6.7％ 

公債費負担比率 26.1％ 13.8％ 

実質公債費比率 9.1％ 9.0％ 

将来負担比率 13.6％ -- 

財政力指数 0.19 0.52 

人口一人当たり地方債残高 140.96 万円 32.71 万円 

事業所数 2,064 事業所 6,657 事業所 

従業者数 １１，０３９人 ４６，６０３人 

製造品出荷額等 ４６．４２億円 １，５３６．３７億円 

卸売業年間販売額 206.92 億円 １，０５１．９５億円 

小売業年間販売額 ２６７．３３億円 1,210.70 奥円 

第１次産業就業構成 19.88％ 10.77％ 

第２次産業就業構成 13.08％ 22.79％ 

第３次産業就業構成 66.92％ 65.5％ 

労働力人口 15,479 人 ４９，８３２人 

納税者一人当たり所得 278.841 万円 275.30 万円 

公共下水道普及率 0.00％ 84.30％ 
 

 都市データパックによる比較は以上のとおりです。視察時の最新資料による概要は以下のとおりで

す。 

 ・人口 ３０，５８６人 ・世帯数 １５，１２８世帯 ・就業人口（１５，５０７人） 

第１次産業（21.7％）漁業（77.4％）一本釣り（イカ、ブリ）延縄、採介類、定置網漁、養殖 

          林業 木材生産からシイタケ栽培へ推移 

          農業 平野部が少ない、島外に依存 

第２次産業（12.3％）建設業 公共事業の減少等により事業所、従業者が減少 

          製造業 食品、窯業、木材等だが小規模 

第３次産業（66.0％）飲食料品小売業 売り上げが高いが、大型小売店が進出 

 



16 

 

対馬市の現状 

  対馬市は平成１１年の韓国釜山との国際航路の就航以来、年々入国者数を増やしておりその大部分

が韓国人観光客でしめられています。平成３０年は約４１万人、その観光消費額は約９１億円と集計

されています。現在は日韓関係の悪化から約９割減という状況が報告されています。 

    

 産業面での現状は、人口減少社会の中で第３次産業の割合が多くなっており、農林水産業主体での産

業構造から観光へのシフトが進んでいます。国のインバウンド観光へのテコ入れもありそうした姿が

下の集計からも読み取れます。尚、第１次産業の中に占める漁業の割合は 77.4％と高く島を支える主

要産業です。中でもイカ釣り漁業生産額は長崎県全体の 41.4％を占め島の主要産業と言えます。鯛や

ブリの一本釣り、延べ縄漁サザエ・アワビの採取、海藻類の採取、まぐろ・真珠の養殖も盛んです。

又、アナゴは全国有数の産地として知られています。 

 対馬市：産業別就業者数の推移（国勢調査）     

 区分 平成２年 平成７年 平成１２年 平成 17 年 平成２２年 平成２７年  

 就業者総数 21,367  21,292  20,219  18,066  15,507  14,807   

 

第１次産業 
6,190  5,621  4,832  3,806  3,357  2,944   

29.0% 26.4% 23.9% 21.1% 21.7% 19.9%  

 

第２次産業 
4,130  4,398  3,978  2,971  1,910  1,938   

 19.3% 20.7% 19.7% 16.4% 12.3% 13.1%  

 

第３次産業 
11,043  11,263  11,409  11,266  10,223  9,910   

 51.7% 52.9% 56.4% 62.4% 66.0% 66.9%  

         

・平成１１年比多勝に国際ターミナル開設 

・平成１２年厳―釜山間定期運航開始 

・平成１３年比多勝―釜山間定期運航開始 

・平成２３年～30 年 ５社体制で運行 この間船の大型化が進みました。 

  大亜高速海運（０Ｆ：４４０人） 

  ＪＲ九州（ビートル：200 人） 

  未来高速（ｺﾋﾟ-：200 人、NINA：４４０人） 

149,748 

409,882 
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  韓日高速海運（ｵｰﾛﾗ：３２６人） 

  対馬（ﾌﾞﾙｰつしま：750 人） 

 運航体制    釜山－比田勝「約１時間」 ５~６往復 

         釜山-厳原「約２時間」 １～２往復 

その他対馬へのアクセス 

 空路：福岡空港「ＡＮＡ」30 分：５往復 

    長崎空港「ＯＲＣ」35 分：４往復 

 海路：フェリー  博多-厳原：4 時間、2 往復   ジェットホイル：2 時間、2 往復 

          博多-比田勝：6 時間、1 往復  ジェットホイル：2 時間、週 3 回 

 日・韓関係冷却による観光への影響、対馬市の対応 

 

今年に入ってからの日韓関係の軋轢は皆さんご存じのとおりです。９月２７日附の「対馬新聞」は

その影響について上記のように報道しています。主な内容は以下のとおりです。 

  「入込数及び観光消費額の急減」  

       韓国人入国者数          観光消費額（一人当たり 22,287 円） 

        ７月 約 19,000 人（前年 33,000 人）   約３億円の低下 

        8 月 約 7,600 人（前年 39,000 人）   約７億円の低下 

   これらの影響は宿泊、交通、飲食等島の経済への影響が大きく、今後もその回復の見通しが立た

ないことから、急遽９月 20 日に関係者による「意見交換会」を対馬市交流センターで開催したと

伝えています。    
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 「意見交換会での主な意見」 

   ・観光関連業者ばかりでなく商店街も 20～30％の落ち込み。これでは持ちこたえられない。 

   ・こうした事態は想定されており、韓国一辺倒でよかったのか。諸外国、国内観光客向けのＰＲ

不足。観光客を呼び込むコミュニケーション不足である。 

   ・国内観光客へのシフトは数年かかる。一日千人の観光客を国内から誘致するには輸送手段的に

言っても不可能。激甚災害的なつなぎの支援が必要。 

   ・韓国人仕様で整備したホテルでは、設備・スタッフ共に日本人の満足を満たせない。一人でも

多くの韓国人の誘致が必要。 

   ・韓国資本が店を閉め韓国に戻っている。それに伴いスタッフや運転手などの雇用が切られてい

る。現状の危なさをとらえ先の話より今動いて対策に乗り出してほしい。 

   等、厳しい意見が出て予定時間を越えて２時間の意見交換会であったと。 

 「訪日客全体での動向と九州の脱「韓国依存」」 

   昨年の韓国からの訪日客は約７５０万人。観光消費額は約 5,900 億円。全訪日客の 1/4 を占めて 

いた。韓国から近く特に影響が深刻なのが九州の観光地。韓国人観光客の落込みが長期化すると見 

て特定の国や地域に偏らず訪日客誘致を進めるところが多い 

・鹿児島県はＳＮＳ等の発信力がある台湾人誘致に、9 月補正予算で 300 万円を計上。 

・大分県は中国・上海での旅行商談会を前倒し、英国や豪州での活動を活発化、さらに中国

のオンライン旅行会社シートリップとの協定締結で新たな客層の取り込みへシフトしてい

ると報道されています。 

   その中で影響が深刻な対馬市の取り組みとして、長崎県と対馬市と連携して「国内客」に対して 

３千円を割り引く宿泊クーポンを売り出し、先ずは日本人観光客の誘致に乗り出したと伝えていま 

す。 

 

「視察における当クラブからの質問と対馬市の分析と対応」 

 〇観光振興についての取り組み 

  ・インバウンド観光についての現状と課題は？ 

   Ｈ30 年は約４１万人の韓国人観光客で消費額約９１億円、現在は日韓関係の悪化から９割減。 
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  ・対策及び課題は？ 

   観光資源のブラッシュアップと受け入れ態勢の整備、韓国以外のインバウンド誘客を始めている 

  ・国内誘客に向けての取り組み方針については？ 

   国内観光客誘致をより強化（国境離島交付金活用）、首都圏・関西圏の広報を強化している。 

 〇「外交問題が対馬市に与える影響について 

   日韓関係が良い時には対馬は潤い、悪い時にはその最前線となる。 

  ・観光業に与える影響については？ 

   本年７月には約４割、８月には約８割の減少。 

７月で約３億円、８月で約７億円の消費額が低下。 

  ・観光業以外に与える影響について？ 

   消費額、物流の減少によりあらゆる分野に影響が出てくる 

 〇観光公害についての市の考え方について、及び現状と市民意識 

  ・韓国人観光客による弊害は？ 

   ホテルに部屋を韓国の旅行社が通年ブロックする。 

   神社参拝、タバコ、ゴミに関するマナー問題 

   釣りマナー問題（撒き餌、漁場荒らし） 

   飲食店入店時の持ち込み     韓国人出入り禁止 

   レンタカー事故の多発、 

   対馬お土地の買収と韓国人経営者の進出 

   一国に偏ったインバウンドの弊害 

 〇「地域経済に占める観光消費額の現状と、市民の実感について 

   韓国人観光客の経済効果 

    平成２９年 韓国人観光客数：356,316 人（日帰り客割合 31％） 

     島内消費額 約 7,941,000 千円 

      交通費：480000 千円      宿泊費：1,144,000 千円 

      飲食・娯楽費：1,169,000 千円  土産代：5,148,000 千円 

     就業誘発数：826 人（内雇用誘発数：647 人） 

 「対馬市の説明による観光の現状分析と観光施策の概要」 

   〇観光の現状と認識 

    ・対馬の認識度が低い 

    ・観光交流人口を拡大し、経済交流に結び付ける情報発信を志向している 

    ・朝鮮通信使ユネスコ記憶遺産、日本遺産登録を活かした誘客・ＰＲ活動に注力 

    ・アニメを活用したＰＲ（アンゴルモア元寇合戦窺）もはじめている 

    ・朝鮮通信使によるまちづくり事業、各種イベント開催支援を展開 

    ・ふれあい処つしまを拠点とした観光窓口の充実とおもてなし事業を展開 

    ・観光情報設備整備事業（観光案内板、Ｗi-Fi）を始めている 

   〇国内に向けた取り組みの展開 

    ・観光物産展の開催（特産品の売り込み、認知度向上） 

    ・対馬特産品魅力アップ事業 
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    ・国内縁地との交流促進（海山交流他） 

    ・商工業振興事業（制度融資、企業誘致） 

    ・対馬アートファンタジア事業 

    ・大陸（東アジア）と日本を繋ぐ博物館建設事業 

    ・対馬の歴史・偉人顕彰事業 

   〇韓国に向けた取り組みの展開 

    ・観光おもてなし事業（観光案内設置、ガイド育成他） 

    ・韓国内での対馬情報・魅力発信・観光客誘致 

    ・観光客ニーズに対応したパンフレットの作成 

    ・国際交流イベント（国境マラソン、港まつり、サイクリング大会） 

    ・対馬釜山事務所等による韓国内対馬宣伝事業 

    ・国際交流員による国際交流事業 

    ・国際諮問大師設置事業 

    ・青少年交流、ホームステイによる交流促進 

    ・朝鮮通信使ユネスコ記憶遺産、日本遺産を活かした誘客・PR 事業 

 （一社）対馬観光物産協会 

   ・組織・人員 

      本部（厳原）10  観光窓口、ふれあい処つしま運営 

               よりあい処つしま（福岡）運営 6 

      中対馬支部、上対馬支部 2   支部活動 

   ・事業概要 

      観光窓口業務（事務所及び各港等） 

      観光ＰＲ、誘致活動、物産振興、ガイドの会運営 

      対馬市からの事業費委託 約 1 億 6,700 万円／年 

 対馬市が取り組む国際交流 

   ・対馬高校の国際文化交流コース（平成 30 年 4 月現在） 

    普通科：各学年 4 学級（全学年 327 人） 

    国際文化交流コース：各学年 1 学級（学年 53 名） 

      平成 15 年設立、Ｈ22 以来 35 人が韓国の大学へ進学 

    商業科：各学年 1 学級（全学年 99 名） 

   ・釜山広域市、蔚山広域市と姉妹縁組 

   ・その他様々な手段で官・産・学の国際交流協定を結び交流を続けています。 

 

「考 察」 

 対馬市は平成 27 年度に第 2 次総合計画を策定しています。その中で「対馬のあるべき姿 2025」を 

示し、「自立と循環の宝の島 対馬」を掲げ、 

 ・ひと）若者でにぎわう希望の島、 

 ・なりわい）地域経済が潤い続ける島、 

 ・つながり）支えあいで自立した島、 
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 ・ふるさと）自然と暮らしが共存した島  を目指すとしています。 

そうした中で平成 29 年 3 月には「対馬市観光振興推進計画」を、総合計画が規定する下位計画とし 

て策定しています。その中では対馬の外国人観光客の動向と、韓国人観光客の動向についてもその消費 

額の推移も含め詳細な分析を行っています。 

 また、観光実態の把握につ

いては、島内で観光に従事し

ている業者、対馬へ多くの観

光客を送っている釜山の業者

からのヒアリングよる分析を

行っており、上位計画の観光

振興の考え方、対馬市の観光

振興の課題などの記述は的確

であり、その目標に掲げると

ころは私たちの目から見ても

「対馬らしさを生かした力強

い観光産業を生み対馬の明る

い未来を創造する」ものと理解したところです。そのテーマが上記の平成 32 年目標値です。 

そうした目標の実現のための 3 つの戦略は、 

① 観光客数の増加を図り安定成長する未来を創造する。 

② 消費額／人 を高めた豊かな未来を創造する。 

③ 変化対応力を備え「確かな未来を創造する。   

というものであり、それぞれの戦略のもとに 3 つの戦術を位置付けています（その記載について 

は省きます）。また、その観光振興の推進体制として、対馬版 DMO の設立を予定しており、そのマー

ケティング機能を充実させようとしていました。今回そうした戦略や推進体制が日韓の国家的対立から

全て覆され頓挫したといえます。島内の係者が訴えているように激甚災害指定を想定させる緊急事態だ

というのも納得するところです。 

こうした状況ではありますが、島内の最大の政治課題は人口減少問題への対処です。それに伴う高齢

化と若年層の流出は深刻であり、視察時の説明によれば島内では高校進学時にその対象人口の 30％は本

土の高校への進学で流出、高校卒業時には残り 70%の 9 割が島外へ流出する状況であるとのことです。

そうした状況下では各産業の事業継承もままならず、これまで島内を支えてきた産業構造は崩壊へと進

むことになり、この先の不安は高まります。そうした事態を打開できるのが観光産業振興による産業構

造のシフトです。これまで国のインバウンド観光重視の方針もあり、韓国人観光客増への経過は説明さ

れた資料にあるとおりです。観光振興計画にもある様に、一国に偏った観光客誘致ではあっても、永続

することが前提での島の経済の浮揚策でもあったと言えます。そうした是正点も緩やかに改正しながら

生き残りを図る計画であったとも見て来ました。今、九州地方がこぞって韓国偏重の観光施策の転換を

図っています。一国に偏った観光客誘致のリスクが前面に出てきたからです。しかしそうした転換が短

兵急に図れるものではありません。大型船の方向転換がすぐには無理なのと同じ理屈です。どの県も対

策には頭を絞っておみえです。地理的に韓国との距離が近い対馬は何処よりも深刻でした。私たちが渡

航した日もホテルの灯は消え、まちなかに観光客の姿が消えていました。 
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高山市のインバウンドの現状とは大きな隔たりがあると実感してきました。アジアの客層がまんべん

なく多面的であり、古くから台湾の観光客誘致に力を入れてきた高山市の努力が今実を結んでいると実

感できました。また、欧米人の来訪の多さも高山市のインバウンドの強みとなっています。 

 今回、対馬市の分析と今後の対応をお聞きするにあたって、これまでの韓国人観光客誘致一遍当であ

ったため、ホテル等宿泊施設のレベルが国内客誘致にすぐに対応できない、サービス面でも国内客への

対応にすぐに切り替えられないなど困難な課題が横たわっています。長崎県との連携で国内客向けに

3,000 円の宿泊サービスのクーポン販売も始まったようですが、少し時間のかかるインバウンド観光の

方針転換とその改善への努力と共に、緊急対応の産業支援やテコ入れ策にも心を配っていただきたいと

見て来ました。これまでの片寄りからくる危機というには、あまりにもその影響が大きすぎます。 

 そうした事を考えると、観光客誘致にも今回のような緊急事態に備える「観光版 BCP」の策定といっ

た想定も考えねばならないのかなと考えてしまいます。 

 以前に前東京大学副学長の西村先生の指摘された言葉が思い出されます。「世界に通用する観光まち

づくりは、まずヨーロッパのスタンダードで整えるべきだ。その延長線上にアジアの客層への対応が可

能となる」と。また「観光まちづくりとは文化政策、商業政策と都市計画の融合です」とも話されまし

た。もう一つ、観光は全産業の下支えがあって初めて成り立つとよく言われます。第 1 次産業、第 2 次

産業、地域を支える商業の基盤、そうした地域の総合力があって初めて、地域を支える産業として成り

立つものです。改めてバランスの取れた産業振興と観光まちづくりに思いを馳せたところです。 

 もう一点今回強く感じてきたことがあります。それは島民の皆さんのこれまでの歴史と文化の土壌に 

根差した強い愛着心です。古くは古代からの韓半島との交流の歴史があります。魏志倭人伝にも記載さ

れています。新羅、百済との交流や遣隋使・遣唐使の派遣経路としての経緯、古くからの両国間での侵

攻と交流の要として、長い歴史の糸に紡がれた実績があります。それは地元の皆さんの自負心と言って

も良いと思います。 

 会派では、国際観光都市を標榜する高山市にとってその持続性を考える中では、現在の対馬市の置か

れている立場から学ぶものは多いと考え今回視察地に選びました。世界から人を集めるとはどういうこ

とか改めて学ばせていただいたと思っています。またそれをマネジメントするＤＭＯの在り方について

も、今回たまたま日・韓両国政府の軋轢から対馬の社会・経済状態は厳しい状況に追い込まれています

が、長い交流の歴史からその縁を断ち切ることは出来ません。これからも民間の交流を継続するための

島民の皆さんの努力は続くのではないでしょうか。夕食を予約させていただいた「志まもと」の女将さ

んは、こうした両国のこれまでの交流の歴史にも詳しく、市役所に伺う前にそうした島民の意識や誇

り、今後の両国関係についてのご意見を伺えたのは幸いでした。ありがとうございました。 

加えて私たちの視察・調査にご協力いただき、詳細な資料を作成して対応していただきました対馬市

観光交流商工部商工観光課長「阿比留正臣」さん、桐谷副市長さん、総務部総務課係長「大塔勝彦」さ

んに改めて御礼申し上げます。 


